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第６回 広島県災害時渋滞対策協議会の結果について

○ 本日開催した「広島県災害時渋滞対策協議会」の結果に
ついて、別紙のとおり、お知らせします。

（参考）第６回 広島県災害時渋滞対策協議会
１．日 時 平成３０年７月２４日（火） １５：００～１６：００
２．場 所 中国地方整備局 １号館付属棟２階大会議室

○問い合わせ先

国土交通省中国地方整備局

ＴＥＬ０８２－２２１－９２３１（代表）

ＴＥＬ０８２－５１１－６３０１（夜間）

道路部 道路計画課長 吉 田 真 人 （内線4211）
よ し だ ま さ と

（広報担当窓口） 広報広聴対策官 岩 下 恭 久 （内線2117）
いわした やすひさ

企 画 部 環 境 調 整 官 井 上 和 久 （内線3114）
いのうえ かずひさ

国土を整え、 全力で備える



（別紙）

第６回 広島県災害時渋滞対策協議会の結果概要

（広島・呉駅間のバス定時性確保）

〇 広島・呉駅間のバスは、広島から呉方面の平日６～７時台のバス

についてのみ、未だ１．５～２時間を要している状況にあり、定時性

確保に向けた対策を強化する必要がある。

〇 このため、バス運行ルート上でボトルネックとなっている、坂北ＩＣ

におけるバス通行方法の改善などの対策を検討する。

〇 また、バスへの交通転換を促すため、バスの運行情報やバスと

自家用車の所要時間差の周知、企業への時差出勤や相乗りなどの

協力を強化する。

（広島・広駅等間のバス定時性確保、広域迂回誘導の強化）

〇 東広島呉道路の阿賀ＩＣ出口を先頭とする渋滞を緩和するため、

左折レーンの増設など緊急交差点改良事業を推進する。

（長期的な地域モビリティマネジメントの強化）

〇 広島呉道路やＪＲ呉線の復旧見込み等を踏まえ、今後長期的

に、バスを中心とした地域のモビリティマネジメントを強化していくた

め、有識者や経済界等も含めた推進体制の構築について検討す

る。




